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今日のご飯のかたさは。
甲府市立貢川小学校三年　
　原　くるみ　
「ばあば何しているの」
「じいじにたきたてのごはんをあげているんだよ。」
　私はパパ、ママ、お姉ちゃん、じいじ、ばあばの六人家族でした。
　六人がそろうのは日曜日の夕食です。パパは仕事で日曜日い外は帰りがおそいので、帰ってきてから一人でご飯を食べます。だから翌日のご飯をたくじゅんびはパパがしています。
　ある日お姉ちゃんがパパに
「今日のごはんやわらかかったからもう少しかたくたいて」 
といっていました。べつの日にはじいじが
「今日のご飯はかたくて、はがよくないからもう少しやわらかくたいてほしい」とパパにおねがいしていました。ママも「明日はおにぎり作るから、ご飯をもう少しかためにたいて」
とみんなパパに注文します。みんなそれぞれご飯のかたさにこのみがあって、みんながよろこぶかたさでご飯をたくパパはたいへんだと思います。
　じいじの体調が悪くなりました。へ屋で食事をすることが多くなり、先月でじいじは亡くなってしまいました。じいじの席は私の前でした。あまり話ないけど、いつもニコニコしているじいじがいないと、食たくがさみしくかんじます。
　私は毎日お線こうをあげています。ぶつだんが家にとどいてから、ばあばは毎日じいじに朝ご飯をおそなえします。なんでかきいたら私たちが生きていて毎日生活ができることに感しゃをするためだと教えてくれました。
　私はきっと天国でじいじも家族のみんなと一緒にご飯を食べているんだと思います。今日のパパのたいたご飯のかたさはどうだったかとお線こうをあげながら、じいじに聞いてみました。じいじの写真がわらっていたのでちょうどよかったと言っているようでした。
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　

